
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　昨
年
８
月
に
会
社
を
退
社
し
、
専
業
農
家

︵
水
稲
、
ね
ぎ
、
野
菜
等
︶
と
し
て
頑
張
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　近
年
全
国
的
に
農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
等
の
問
題
が
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
郷
町
は
割
と
多
く
の
若
い
人

た
ち
が
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
も

そ
の
一
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
の
先
輩
方
と
協
力
し
合
い
、
大
郷
町
の

自
然
、
そ
し
て
見
晴
ら
し
の
良
い
景
観
を
守
っ

て
い
き
、
魅
力
の
あ
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
沢
田
を
含
め
た
農
地
の
基
盤
整

備
、
I
T
農
業
導
入
へ
の
情
報
提
供
、
資
金
面

で
の
力
強
い
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2 令和２年度補正予算 16 第３回臨時会 19 追跡リポート
7 一般質問 17 第４回臨時会 　   その後どうなった

令和２年８月１日

　い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
気
温
が
高

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

水
分
を
十
分
に
摂
り
、
熱
中

症
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
安
心
で
き
な
い

状
況
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

３
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た

方
々
は
、
未
だ
に
不
自
由
な

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

復
興
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定

さ
れ
、
今
後
一
層
の
復
旧
・

復
興
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

熱
海

　文
義

編
集
後
記

魅
力
の
あ
る

　
　

  

明
る
い
農
業
を

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　若
生

　
　寛

　副
委
員
長

　佐
藤

　
　牧

　委

　
　員

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　石
川

　壽
和

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

9月3日㈭から
9月18日㈮まで

午前10時～

高橋　佳郁さん

（ 上郷）

たかはし よしふみ

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

コロナに負けず
　　　 頑張ろう！

　お
お
さ
と
み
ん
な
の
議
会
1
9

5
号
中
の
記
事
町
の
産
業
に
イ
ン

タ
ビ
奛
ー
に
掲
載
の
﹁
合
同
会
社

村
田
フ
ァ
ー
ム
﹂
の
出
品
牛
が
東

京
食
肉
市
場
で
開
催
さ
れ
た
第
22

回
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
に
お
い

て
、
最
高
位
の
名
誉
賞
に
輝
い
た
。

平
成
16
年
に
続
き
、
２
度
目
の
受

賞
で
し
た
。

　﹁
震
災
や
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
苦
難
の

中
で
も
助
け
て
く
れ
た
消
費
者
に
お

い
し
い
お
肉
を
届
け
た
い
﹂
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

村田　直利さん
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台風19号災害

住宅再建用地購入に
台風19号災害

住宅再建用地購入に
　６
月
定
例
会
が
６
月
２
〜
４
日
に
開
催
さ
れ
、
一
般
会

計
は
５
億
４
８
０
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
総
額
62
億
１
９
３
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
住
宅
再
建
用
地
購
入
費
な
ど
で
す
。

補正予
算６月定例会

補正予
算

問　被災住宅再建希望者分以上の広い土地を全て買う理

由は。

答　中長期的な移住・定住用地確保と地域活性化拠点確

保のため。

問　７区画あれば移転再建用地としては間に合うはずでは。復旧復興、被災

者支援を優先にやってほしい。

答　今回分割して購入となれば、次には高額になるかもしれない。将来を見

据えて全部必要としている土地であり、今回財政的に出せない状況ではない。

4248
万円

土地購入費（中村原地区）土地購入費（中村原地区）

その他の補正予算

一般会計補正予算
河川緊急浚渫工事
 ２６４８万円
汚染廃棄物（稲わら）処理
 ２６４４万円
公共土木施設災害復旧工事
 ２４２０万円
災害復興事業調査
 ２２４８万円

万4247万8000円4247万8000円
定
例
会

定
例
会

万円
1億1226
万円

　　復旧工事の場所、内訳は。

答　地域整備課長　町内の農業用

施設及び農地１０３件分。東成田

及び川内地区が多い。

農業施設災害
復旧工事

農業施設災害
復旧工事

小・中学校タブレット等整備小・中学校タブレット等整備

　　教材備品購入費の内訳は。

答　小学校にタブレット端末を475台、電子黒板12台。

中学校にタブレット端末245台、電子黒板６台。

小・中学校の通信ネットワーク
（設備等工事）

小・中学校の通信ネットワーク
（設備等工事）

　　小・中学校の工事請負費は。

答　国の　ＧＩＧＡスクール構想に伴う無線アクセスポイ

ント、充電保管庫の情報通信整備工事。

　　工事請負費約９１００万円の

内訳は。

答　役場庁舎のエアコン改修工事

を予定。夏場に借りるスポットク

ーラーの電源工事も含まれる。

役場庁舎
設備改修工事
役場庁舎

設備改修工事
9126
万円

6705
万円

6660
万円

万円
5775
万円

新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策

国民健康保険特別会計
新型コロナ感染傷病手当
 ４８万円

水道事業会計
川内地区配水管布設工事設計委託
 ３６３万円
粕川三十丁地区消火栓設置工事
 ２６５万円

●商品券発行事業

　（町内全戸へ１万円分交付）

２９０５万円

●畜産特別対策支援事業

　（肥育牛１頭あたり１万円
　　繁殖牛１頭あたり５０００円）

１３００万円

●減収事業者への事業継続支援交付金

　（１事業者に１０万円） ２５００万円

※１

※1　児童生徒向けの学習用端末１人１台と高速大容量の通信ネットワークを
　　 一体的に整備する構想3 2令和２年８月

№199おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
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▲土地購入に伴い譲渡される見込みの旧櫻井家住宅

　一般会計補正予算に修正案が提出されましたが、審議採決の結果、原案

賛成多数により修正案否決・原案が可決されました。

令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

　情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る
判
断
力
と

意
志
を
今
ま
さ
に
評
価
す
べ
き
だ
。
今
回
の
全

て
の
事
業
は
こ
の
町
が
自
分
の
足
で
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
証
の
よ
う
な
も
の
だ
。

原
案
賛
成

佐
藤

　牧
議
員

　用
地
周
辺
は
利
便
性
も
良
い
。
中
長
期
的
な

移
住
・
定
住
促
進
策
に
も
最
適
で
あ
る
。
被
災

者
が
早
急
な
住
宅
再
建
を
切
望
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
全
議
員
が
賛
成
可
決
す
る
こ
と
を

願
う
。

原
案
賛
成

高
橋
重
信
議
員

　中
村
原
地
区
は
非
常
に
安
価
で
購
入
で
き
、

将
来
的
な
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
向
け
た
非

常
に
大
き
な
市
街
化
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

原
案
賛
成

石
垣
正
博
議
員

　今
は
移
転
希
望
者
２
世
帯
だ
が
、
日
に
ち
が

過
ぎ
る
に
つ
れ
増
え
て
い
く
と
思
う
。
７
区
画

あ
れ
ば
そ
れ
は
助
か
る
だ
ろ
う
。
早
く
住
み
た

い
と
い
う
人
も
大
分
い
る
よ
う
だ
。

原
案
賛
成

田
中
み
つ
子
議
員

　個
別
面
談
の
結
果
も
確
定
し
て
い
な
い

中
で
今
回
土
地
を
求
め
る
の
は
誠
に
不
自

然
。
こ
こ
で
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
議
論
を

や
り
直
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
は
失
わ
れ
な

い
。
今
回
の
土
地
購
入
は
拙
速
と
思
う
。

修
正
案
賛
成

若
生

　寛
議
員

　全
力
で
復
旧
・
復
興
事
業
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
本
町
に
と
っ
て
本
当
に

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
必
要
の
な
い
中
村

の
土
地
購
入
費
を
中
粕
川
地
区
の
復
興
事

業
の
方
に
向
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

修
正
案
賛
成

大
友
三
男
議
員

　災
害
復
興
住
宅
や
高
齢
者
共
同
住
宅
の

よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
話
は
、
事
前
に
説

明
す
べ
き
で
あ
り
、
執
行
部
と
議
会
が
一

体
と
な
っ
て
進
む
べ
き
だ
。
今
回
の
土
地

購
入
費
は
取
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

修
正
案
賛
成

石
川
壽
和
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

議案採決結果一覧表

議　　　　案　　　　名
（略称は上記をご覧ください）

●
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○

○

●
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●
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●
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●
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○
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●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

否

可

承認

可

同意

一般会計補正予算（第２号）（修正案）

一般会計補正予算（第２号）（原案） 62億1931万円（5億4802万円↑）

承認第６号 税条例の一部を改正する条例

議案第40号～42号 条例の一部改正 

同意第２号 教育委員会委員の任命

６月定例会条例改正
条例改正

　一般議案は承認１件、条例の一部改正

３件、同意１件について審議し原案のと

おり可決しました。

たかはし まさゆき

高橋　賢之 氏
（木ノ崎）

承認第６号 税条例の一部を改正する条例
・新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が大幅に減少した場合

に、無担保かつ延滞金なしの徴収猶予の特例、自動車税・軽自動車税

の環境性能割の臨時的軽減の期限延長、寄付金控除の特例、住宅借入

金等特別税額控除の特例などが主な改正点となるもの。

議案第40号 国民健康保険条例の一部改正について
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対し、療養のため、

労務に服することができない期間について傷病手当金を支給するもの。

議案第41号 手数料徴収条例の一部改正について
・デジタル手続法が公布され、マイナンバー通知カードが廃止されるこ

とにより、通知カード再交付手数料を削除するもの。

議案第42号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対し、傷病手当金を

支給することになったことにより申請書の受付を追加するもの。

同意第２号
教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて
・教育委員会委員に高橋賢之氏を任命することに全会一致で同意

しました。

　（任期：令和２年６月25日から４年間）

︻
修
正
動
議
︼

　公
有
財
産
購
入
費
4
2
4
7
万
8
0
0
0
円

を
減
額
す
る
修
正
案
を
提
出

︻
提
案
理
由
︼

　台
風
19
号
の
災
害
復
旧
等
の
予
算
に
つ
い
て

は
高
く
評
価
し
賛
同
す
る
が
、
認
め
ら
れ
な
い

内
容
は
膨
大
な
櫻
井
家
の
土
地
購
入
費
で
あ
る
。

こ
の
土
地
の
利
用
目
的
が
被
災
者
の
住
宅
再
建

用
地
か
ら
定
住
化
促
進
住
宅
建
設
事
業
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
有
効
活
用
に
つ
い
て
丁

寧
に
協
議
し
、
公
有
財
産
を
購
入
す
べ
き
と
提

案
し
修
正
動
議
と
す
る
。

︻
発
議
者
︼

　
　

　千
葉
勇
治
議
員

　大
友
三
男
議
員

修正案否決  原案可決修正案否決  原案可決

無記名投票

定
例
会

石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

原案可決

定
例
会
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▲土地購入に伴い譲渡される見込みの旧櫻井家住宅

　一般会計補正予算に修正案が提出されましたが、審議採決の結果、原案

賛成多数により修正案否決・原案が可決されました。

令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

　情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る
判
断
力
と

意
志
を
今
ま
さ
に
評
価
す
べ
き
だ
。
今
回
の
全

て
の
事
業
は
こ
の
町
が
自
分
の
足
で
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
証
の
よ
う
な
も
の
だ
。

原
案
賛
成

佐
藤

　牧
議
員

　用
地
周
辺
は
利
便
性
も
良
い
。
中
長
期
的
な

移
住
・
定
住
促
進
策
に
も
最
適
で
あ
る
。
被
災

者
が
早
急
な
住
宅
再
建
を
切
望
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
全
議
員
が
賛
成
可
決
す
る
こ
と
を

願
う
。

原
案
賛
成

高
橋
重
信
議
員

　中
村
原
地
区
は
非
常
に
安
価
で
購
入
で
き
、

将
来
的
な
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
向
け
た
非

常
に
大
き
な
市
街
化
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

原
案
賛
成

石
垣
正
博
議
員

　今
は
移
転
希
望
者
２
世
帯
だ
が
、
日
に
ち
が

過
ぎ
る
に
つ
れ
増
え
て
い
く
と
思
う
。
７
区
画

あ
れ
ば
そ
れ
は
助
か
る
だ
ろ
う
。
早
く
住
み
た

い
と
い
う
人
も
大
分
い
る
よ
う
だ
。

原
案
賛
成

田
中
み
つ
子
議
員

　個
別
面
談
の
結
果
も
確
定
し
て
い
な
い

中
で
今
回
土
地
を
求
め
る
の
は
誠
に
不
自

然
。
こ
こ
で
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
議
論
を

や
り
直
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
は
失
わ
れ
な

い
。
今
回
の
土
地
購
入
は
拙
速
と
思
う
。

修
正
案
賛
成

若
生

　寛
議
員

　全
力
で
復
旧
・
復
興
事
業
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
本
町
に
と
っ
て
本
当
に

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
必
要
の
な
い
中
村

の
土
地
購
入
費
を
中
粕
川
地
区
の
復
興
事

業
の
方
に
向
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

修
正
案
賛
成

大
友
三
男
議
員

　災
害
復
興
住
宅
や
高
齢
者
共
同
住
宅
の

よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
話
は
、
事
前
に
説

明
す
べ
き
で
あ
り
、
執
行
部
と
議
会
が
一

体
と
な
っ
て
進
む
べ
き
だ
。
今
回
の
土
地

購
入
費
は
取
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

修
正
案
賛
成

石
川
壽
和
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

議案採決結果一覧表

議　　　　案　　　　名
（略称は上記をご覧ください）

●

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

-

-

-

-

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

否

可

承認

可

同意

一般会計補正予算（第２号）（修正案）

一般会計補正予算（第２号）（原案） 62億1931万円（5億4802万円↑）

承認第６号 税条例の一部を改正する条例

議案第40号～42号 条例の一部改正 

同意第２号 教育委員会委員の任命

６月定例会条例改正
条例改正

　一般議案は承認１件、条例の一部改正

３件、同意１件について審議し原案のと

おり可決しました。

たかはし まさゆき

高橋　賢之 氏
（木ノ崎）

承認第６号 税条例の一部を改正する条例
・新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が大幅に減少した場合

に、無担保かつ延滞金なしの徴収猶予の特例、自動車税・軽自動車税

の環境性能割の臨時的軽減の期限延長、寄付金控除の特例、住宅借入

金等特別税額控除の特例などが主な改正点となるもの。

議案第40号 国民健康保険条例の一部改正について
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対し、療養のため、

労務に服することができない期間について傷病手当金を支給するもの。

議案第41号 手数料徴収条例の一部改正について
・デジタル手続法が公布され、マイナンバー通知カードが廃止されるこ

とにより、通知カード再交付手数料を削除するもの。

議案第42号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対し、傷病手当金を

支給することになったことにより申請書の受付を追加するもの。

同意第２号
教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて
・教育委員会委員に高橋賢之氏を任命することに全会一致で同意

しました。

　（任期：令和２年６月25日から４年間）

︻
修
正
動
議
︼

　公
有
財
産
購
入
費
4
2
4
7
万
8
0
0
0
円

を
減
額
す
る
修
正
案
を
提
出

︻
提
案
理
由
︼

　台
風
19
号
の
災
害
復
旧
等
の
予
算
に
つ
い
て

は
高
く
評
価
し
賛
同
す
る
が
、
認
め
ら
れ
な
い

内
容
は
膨
大
な
櫻
井
家
の
土
地
購
入
費
で
あ
る
。

こ
の
土
地
の
利
用
目
的
が
被
災
者
の
住
宅
再
建

用
地
か
ら
定
住
化
促
進
住
宅
建
設
事
業
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
有
効
活
用
に
つ
い
て
丁

寧
に
協
議
し
、
公
有
財
産
を
購
入
す
べ
き
と
提

案
し
修
正
動
議
と
す
る
。

︻
発
議
者
︼

　
　

　千
葉
勇
治
議
員

　大
友
三
男
議
員

修正案否決  原案可決修正案否決  原案可決

無記名投票

定
例
会

石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
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佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

原案可決

定
例
会
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定
例
会

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
9億5214万円（48万円↑）特

別
会
計

報告

水道事業会計補正予算（第１号）
①収益的支出：2億6673万円（増減なし）
②資本的支出：1億432万円（628万円↑）

2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本
改善を求める国への意見書提出を求める陳情

石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

分類

陳情

2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本
改善を求める意見書（案）

委　発
第１号

令和２年６月定例会議案採決結果一覧表

議　　　　案　　　　名
（略　称）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

可

可

採択

可

繰越明許費繰越計算書について（一般会計）

繰越明許費繰越計算書について（下水道事業特別会計）

繰越明許費繰越計算書について（農業集落排水事業特別会計）

繰越計算書について（水道事業会計）

報告のみ

︻
陳
情
者
︼

N
P
O
法
人

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
非
営
利

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ

理
事
長

　内
舘

　昭
子

宮
城
学
院
女
子
大
学

名
誉
教
授

　畑
山
み
さ
子  

外

２
０
２
１
年
度
介
護
保
険
法
改
定
に
向
け
介
護
保
険

制
度
の
抜
本
改
善
を
求
め
る
意
見
書
︵
抜
粋
︶

１
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
、
要
介
護
１
、
２
の
生
活
援

助
削
減
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
や
負
担
増
に
繋
が
る

制
度
見
直
し
・
検
討
は
中
止
す
る
こ
と
。

２
、
介
護
支
援
専
門
員
等
も
含
め
、
す
べ
て
の
介
護
事
業

所
に
従
事
す
る
者
の
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
労
働

条
件
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

３
、
介
護
保
険
料
、
利
用
料
が
負
担
増
に
な
ら
な
い
こ
と
。

必
要
な
と
き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

４
、
介
護
保
険
財
政
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
を
引
き
上

げ
る
こ
と
。
そ
の
財
源
を
国
費
で
確
保
す
る
こ
と
。

︻
経
過
︼

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
結
果
、﹁
採
択
す
べ

き
も
の
﹂
と
の
審
査
結
果
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り
、
左

記
の
内
容
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

陳
情
陳
情

２
０
２
１
年
度
介
護
保
険
法
改
定
に
向
け
介
護
保
険
制
度
の

抜
本
改
善
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

︻
要
旨
︼

　サ
ー
ビ
ス
の
削
減
・
負
担
増
の
見
直
し
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
生
活
を
守
り
・
支
え
る

制
度
の
実
現
を
求
め
、
意
見
書
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

反
対

　職
員
の
処
遇
改
善
・
介
護

保
険
料
・
介
護
の
利
用
料
負

担
の
軽
減
を
﹁
国
で
確
保
し

ろ
﹂
だ
け
で
は
無
責
任
。
人

材
の
確
保
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
等

に
よ
る
効
率
化
が
必
要
で
、

賃
金
の
改
善
だ
け
で
は
解
決

し
な
い
。 和

賀
直
義
議
員

6令和２年８月
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石　垣　正　博 議員

大　友　三　男 議員

和　賀　直　義 議員

赤　間　茂　幸 議員

千　葉　勇　治 議員

石　川　壽　和 議員

吉　田　耕　大 議員

まさ　　ひろいし　　がき

ゆうち

おみつおお　　とも

とし　　かずいし　　かわ

なお　　よしわ

やす　　ひろよし

じば

が

しげ　　ゆきあか ま

だ

P.8

P.9

P.10

P.11

P.12

P.13

P.14

質問議員 質　　問　　件　　名掲　載
ページ

1．学校のＩＣＴ化推進を急げ
2．台風19号における被災地の早期復旧・復興に努力を

1．台風19号被災者への復旧・復興支援の現状について

1．新型コロナウイルス感染症対策について

1．新型コロナウイルスによる影響と対策について
2．台風19号被害を乗り越える町の再建復興計画について
3．小・中学校の今後のカリキュラムについて

1．新型コロナウイルスへの学校教育対応について
2．部活動とスポーツ少年団のあり方について
3．防災体制について

1．学校教育について
2．各種検診について

1．新型コロナウイルス感染症の対策について
2．学校教育のこれからの方針について

ただ

次 のペ ー ジ から一 般 質 問
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▲ＰＣ教室の有効活用を（大郷小学校）

※1　情報通信技術

　
　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
常
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
学
校
で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

は
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
教
育
長
　
令
和
２
年
度
は
、

校
内
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

︵
高
速
で
大
容
量
の
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
︶
及
び
児
童
生
徒
に
対
し
１

人
１
台
の
情
報
機
器
︵
キ
ー
ボ

ー
ド
付
タ
ブ
レ
ッ
ト
︶
を
整
備
、

国
の
指
導
で
3
カ
年
の
計
画
を

前
倒
し
で
行
う
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の

遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
が
現
状
は

ど
う
か
。

答
　
教
育
長
　
休
校
中
、
9
回

の
臨
時
校
長
会
を
開
催
し
、
ど

の
よ
う
な
教
育
活
動
が
で
き
る

か
を
協
議
し
た
。
5
月
12
日
か

ら
分
散
登
校
を
実
施
。
6
月
1

日
か
ら
学
校
再
開
。
夏
休
み
を

12
日
間
に
短
縮
す
る
こ
と
で
回

復
す
る
。

問
　
新
聞
等
で
毎
日
の
よ
う
に

家
庭
学
習
に
つ
い
て
報
道
さ
れ

た
。
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う

か
。

答
　
教
育
長
　
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
手
作
り
の
教
育
、
そ
し

て
新
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

が
非
常
に
大
事
と
考
え
る
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
く
方
法

が
わ
か
ら
な
い
先
生
も
い
る
と

思
う
が
、
本
町
は
ど
う
な
の
か
。

答
　
教
育
長
　
先
生
方
は
頻
繁

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
し
て
い
る
。

先
生
方
に
も
力
の
あ
る
方
が
多

い
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
に
沿
っ
て
十
分
活
用

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
け

て
い
る
先
生
も
お
り
、
そ
の
人

を
中
心
に
研
修
等
を
行
う
。

問
　
長
期
休
校
で
、
小
学
校
6

年
生
、
中
学
校
3
年
生
に
対
し

て
の
授
業
の
遅
れ
の
対
応
は
。

答
　
教
育
長
　
小
学
校
で
は
、

夏
休
み
を
12
日
間
と
し
、
冬
休

み
を
2
〜
3
日
短
く
す
る
と
仮

定
し
、
年
間
の
指
導
計
画
の
９

割
以
上
は
包
括
で
き
る
。
中
学

校
は
土
曜
日
授
業
も
考
え
て
い

る
。

問
　
今
後
、
自
治
体
も
完
全
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
な
る
も
の
と
思

う
。
英
語
専
門
の
先
生
︵
Ａ
Ｌ

Ｔ
︶
の
よ
う
に
、
外
部
よ
り

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
﹂
の
よ
う
な

専
門
の
方
の
導
入
が
必
要
と
な

る
。
導
入
に
つ
い
て
町
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

答
　
町
長
　
新
し
い
社
会
構
造

に
適
応
で
き
る
職
員
も
必
要
。

高
度
の
情
報
に
適
切
に
答
え
ら

れ
る
人
材
を
登
用
し
て
い
く
。

学校のＩ Ｃ Ｔ 化を急げ

１人１台のタブレットを整備する（教育長）

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

専
門
知
識
を
有
す
る
人
の
導
入
を

家
庭
学
習
の
充
実
を

※１
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問
　
生
活
再
建
が
大
変
な
高
齢

者
に
災
害
公
営
住
宅
を
、
一
刻

も
早
く
整
備
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
町
長

　買
い
上
げ
る
土
地

の
7
区
画
の
中
に
考
え
て
い
る
。

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
詳
細
の

部
分
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
中
村
の
土
地
購
入
費
４
千

万
円
等
を
エ
リ
ア
外
の
被
災
者

で
宅
地
嵩
上
げ
を
希
望
す
る
方

へ
の
支
援
に
充
て
る
こ
と
で
、

1
〜
2
年
と
短
期
間
に
住
宅
再

建
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
特
命
参
事

　中
粕
川
地
区

だ
け
で
は
な
く
、
町
内
全
域
の

再
建
の
た
め
の
、
嵩
上
げ
の
助

成
制
度
も
検
討
す
べ
き
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

定
住
促
進
事
業
に
取
り
組
む
。

問
　
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に

行
う
べ
き
で
、
将
来
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
土
地
を
買
う
こ

と
と
、
ど
ち
ら
が
大
事
か
。

答
　
町
長

　無
駄
な
土
地
を
買

う
わ
け
で
は
な
い
。

問
　
町
長
は
高
崎
団
地
の
よ
う

に
町
が
主
体
で
宅
地
造
成
を
行

え
ば
、
財
政
破
綻
す
る
と
言
っ

て
い
た
が
、
大
丈
夫
な
の
か
。

答
　
町
長

　大
丈
夫
だ
か
ら
計

画
を
提
案
し
た
。

問
　
中
粕
川
・
土
手
崎
三
十
丁

・
袋
・
羽
生
・
田
布
施
な
ど
、

町
内
各
地
の
住
宅
再
建
希
望
者

や
家
を
修
繕
し
生
活
再
建
を
希

望
す
る
方
々
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
計
画
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
町
長

　町
全
体
の
復
興
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
を
現
在
策
定
中
。

問
　
既
に
6
戸
の
被
災
者
が
、

中
粕
川
区
画
整
理
計
画
内
で
生

活
再
建
し
て
い
る
。
こ
の
方
々

を
強
制
移
動
さ
せ
区
画
整
理
で

き
る
の
か
。

答
　
特
命
参
事

　強
制
的
に
と

い
う
事
は
考
え
て
い
な
い
。
地

域
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、

問
　
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
復

興
︵
移
転
︶
事
業
を
進
め
る
と

言
っ
て
い
た
が
、
被
災
か
ら
7

カ
月
経
過
し
て
も
全
く
形
が
見

え
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
町
長

　民
間
会
社
に
す
べ

て
任
せ
る
計
画
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
、
5
月
に
町
の
公

共
事
業
に
切
り
替
え
た
。

問
　
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
税
収
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
被
災
者
支
援

に
全
く
関
係
の
な
い
宅
地
を
3

6
2
0
万
円
の
公
費
で
な
ぜ
買

う
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
　
町
長

　定
住
促
進
に
最
適

の
住
宅
地
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
復
興
事
業
が
終
わ
り
次
第
、

早
期
の
復
興
を

復
興
を
最
優
先
に

　
　
　公
費
支
出
を

災
害
公
営
住
宅
整
備
を

▲必要のない土地購入より、最優先に復興を

台風災害復興の進捗状況は

「復興再生ビジョン」を現在策定中（町長）

大友　三男
おお とも みつ お

議
員

一
般
質
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▲感染対策を行い、地域経済の回復に頑張っている「道の駅おおさと」

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
産
業

へ
の
影
響
、
町
独
自
の
支
援
策
、

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長

　影
響
の
大
き
さ
を

確
認
し
て
い
る
。
全
世
帯
に

﹁
１
万
円
の
商
品
券
﹂
の
配
布
、

﹁
畜
産
特
別
対
策
事
業
交
付
金

制
度
﹂
、
中
小
企
業
者
等
に
10

万
円
を
交
付
す
る
﹁
事
業
継
続

交
付
金
制
度
﹂
を
設
け
る
。

　４
月
７
日
に
対
策
本
部
を
設

置
し
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ

て
き
た
。

問
　
事
業
継
続
交
付
金
の
申
請

窓
口
、
申
請
内
容
は
極
力
簡
単

に
す
べ
き
で
は
。

答
　
農
政
商
工
課
長

　窓
口
は

農
政
商
工
課
、
添
付
書
類
は
面

倒
な
も
の
は
求
め
な
い
。

問
　
避
難
所
は
﹁
密
閉
・
密
集

・
密
接
﹂
を
防
ぐ
感
染
対
策
が

必
要
。
備
え
は
万
全
な
の
か
。

答
　
町
長

　災
害
規
模
に
応
じ
、

複
数
の
避
難
所
を
開
設
す
る
。

体
温
計
測
や
マ
ス
ク
・
消
毒
液

等
の
備
蓄
品
の
確
保
に
努
め
、

配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
や
発
熱

症
状
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
保
健

所
や
看
護
協
会
な
ど
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
感
染
予
防
対
策
に

努
め
る
。

問
　
３
密
を
避
け
る
、
新
し
い

生
活
様
式
を
暮
ら
し
に
根
付
か

せ
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
思

う
。
感
染
予
防
の
た
め
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　広
報
・

チ
ラ
シ
等
を
介
し
、
何
回
も
繰

り
返
し
周
知
を
図
る
。

問
　
第
２
波
の
感
染
拡
大
に
よ

る
臨
時
休
校
の
備
え
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制
が
で

き
る
よ
う
通
信
環
境
整
備
や
小

中
学
生
に
１
人
１
台
の
端
末
を

整
備
す
る
﹁
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
﹂
の
前
倒
し
を
検
討
・

実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
　
教
育
長

　令
和
２
年
度
に

小
・
中
学
校
の
校
内
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
及
び
児
童
生
徒
１
人

１
台
の
情
報
機
器
を
整
備
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
各
家

庭
で
の
通
信
環
境
も
必
要
に
な

答
　
学
校
教
育
課
長

　通
信
料

は
各
家
庭
の
負
担
。
準
要
保
護

世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
国

よ
り
、
学
用
品
費
の
一
部
と
し

て
支
給
す
る
文
書
は
き
て
い
る
。

る
の
で
、
各
家
庭
の
通
信
環
境

を
把
握
す
る
調
査
を
進
め
る
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
通
信

費
用
の
負
担
は
。
又
生
活
が
厳

し
い
家
庭
へ
通
信
費
の
支
援
は
。

町独自の新型コロナ支援策は

６月定例会に補正予算を計上（町長）

和賀　直義
わ が なお よし

議
員

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制
を
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問

　防
災
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
危
機
管
理
監
の
配
置
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答

　町
長

　危
機
対
策
専
門
部

署
や
危
機
管
理
の
専
門
知
識
を

有
す
る
者
の
配
属
な
ど
を
、
人

事
構
想
の
中
で
検
討
す
る
。
自

衛
隊
の
Ｏ
Ｂ
で
も
十
分
危
機
管

理
の
専
門
監
と
し
て
の
知
識
は

あ
ろ
う
と
思
う
。
今
後
考
え
て

い
く
。

問

　部
活
動
指
導
員
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

　教
育
長

　﹁
教
育
委
員
会

は
部
活
動
指
導
員
等
の
任
用
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
﹂
と
し
て

お
り
、
部
活
動
に
係
る
課
題
等

を
聞
き
取
る
な
ど
し
て
精
査
し
、

検
討
す
る
。

問

　ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
各
種

競
技
指
導
員
の
育
成
対
策
は
。

答

　教
育
長

　県
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
仙
台
北
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
連
絡
協
議
会
で
は
、
育
成
強

化
及
び
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

問

　学
習
の
遅
れ
を
複
数
年
で

解
消
す
る
計
画
と
対
策
は
。

答

　教
育
長

　未
履
修
等
が
見

込
ま
れ
た
場
合
は
、
次
年
度
に

そ
の
内
容
を
含
め
た
年
間
計
画

を
作
成
し
、
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

問

　給
食
及
び
食
育
等
に
お
け

る
安
全
対
策
は
。

答

　教
育
長

　配
膳
か
ら
片
づ

け
ま
で
の
徹
底
し
た
感
染
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
対
策
を
講

じ
て
い
く
。
配
膳
回
数
を
減
ら

す
た
め
、
個
々
に
弁
当
箱
を
配

付
す
る
１
食
方
式
に
変
更
し
た

い
。

問

　部
活
動
の
顧
問
教
諭
の
負

担
軽
減
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　教
育
長

　部
活
動
の
教
育

的
意
義
を
踏
ま
え
、
働
き
方
改

革
の
流
れ
も
勘
案
し
な
が
ら
、

国
・
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

の
っ
と
り
平
成
31
年
3
月
に
部

活
動
の
方
針
を
策
定
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
取
り
組
め
ば
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　
　今
後
の
学
習
計
画
と
そ
の

対
策
は
。

答

　教
育
長

　臨
時
校
長
会
に

お
い
て
、
夏
季
・
冬
季
休
業
等

に
可
能
な
範
囲
で
授
業
日
を
設

け
る
こ
と
で
、
年
度
初
め
の
計

画
の
ほ
と
ん
ど
を
挽
回
で
き
る

と
思
う
の
で
、
必
要
な
学
習
は

充
足
で
き
る
。

問

　小
６
・
中
３
年
生
に
対
す

る
対
応
で
今
年
度
中
に
必
要
な

学
習
を
終
え
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
今
後
の
学
校
行
事

等
の
予
定
は
。

答

　教
育
長

　学
校
の
特
色
で

も
あ
る
学
校
行
事
を
簡
単
に
消

滅
す
る
の
で
は
な
く
て
、
と
に

か
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な

る
行
事
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
実

施
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て

い
る
。

防
災
体
制
の
充
実
を
図
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
　
　

 

学
校
教
育
対
応
は

部
活
動
の
顧
問
教
諭
の

負
担
軽
減
を

▲「３密」を避けての授業

教育の遅れに対する対応は

必要な学習は充足できる（教育長）

赤間　茂幸議
員

あか ま しげ ゆき

一
般
質
問
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▲畜産農家に元気を…と願い込め「畜産特別対策事業交付金制度」を
　町独自に新設

　
　
農
業
や
中
小
企
業
経
営
者

な
ど
が
再
生
産
す
る
元
気
を
応

援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

具
体
的
な
対
策
は
。

答
　
町
長
　
地
域
経
済
や
町
民

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
全
世

帯
に
１
万
円
の
商
品
券
を
配
布

す
る
。

問
　
肥
育
牛
経
営
は
生
産
農
家

の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

状
況
だ
。
生
産
者
に
具
体
的
な

支
援
策
を
示
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長

　畜
産
農
家
に
対
し

て
肥
育
牛
１
頭
あ
た
り
１
万
円
、

繁
殖
牛
１
頭
当
た
り
５
千
円
交

付
す
る
畜
産
特
別
対
策
交
付
金

を
新
設
し
、
個
々
の
経
営
を
支

援
し
て
い
く
。

問
　
牛
マ
ル
キ
ン
制
度
の
問
題

で
赤
字
に
な
る
と
算
定
さ
れ
て

い
る
。
理
事
会
で
生
産
費
の
全

額
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
と
し
て
支
払
う
よ
う
強

く
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い

が
見
解
を
伺
う
。

答
　
町
長

　畜
産
協
会
の
緊
急

理
事
会
で
議
論
し
、
そ
の
こ
と

を
申
し
上
げ
る
。

問
　
台
風
19
号
の
被
害
か
ら
、

町
民
が
一
日
も
早
く
立
ち
直
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

﹁
再
建
復
興
計
画
﹂
を
町
民
に

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長

　町
全
体
の
復
旧
・

復
興
の
方
向
を
示
す
﹁
復
興
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を
６
月
を
目
途

に
現
在
策
定
中
だ
。
遅
れ
て
い

る
家
屋
解
体
に
つ
い
て
は
、
中

粕
川
復
興
計
画
と
併
せ
て
進
め

て
い
く
。

問
　
﹁
中
粕
川
地
区
復
興
ま
ち

づ
く
り
﹂
の
基
本
的
な
方
向
性

試
案
が
示
さ
れ
た
が
、
概
算
で

必
要
と
す
る
財
源
規
模
は
。

答
　
特
命
参
事

　再
建
住
宅
地

の
嵩
上
げ
な
ど
も
含
め
十
数
億

円
は
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
民
間
活
力
で
中
村
の
原
地

区
に
造
成
・
分
譲
す
る
と
断
言

し
た
被
災
者
の
移
転
先
整
備
が

進
ん
で
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
町
長

　そ
の
後
の
住
民
意

問
　
遅
れ
た
学
校
教
育
を
ど
の

よ
う
に
取
り
戻
す
考
え
か
。

答
　
教
育
長

　教
科
指
導
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動

が
停
滞
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
現
在
小
中
学
校
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る

教
育
計
画
の
改
定
を
依
頼
し
て

い
る
。
そ
の
際
は
保
護
者
な
ど

関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

よ
う
各
校
長
に
指
示
し
て
い
く
。

向
調
査
の
結
果
、
当
初
の
分
譲

規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
、
民
間

で
な
く
公
共
事
業
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
町
の
責
任
を
果
た

せ
る
も
の
と
判
断
し
取
り
組
む

計
画
だ
。

問
　
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る

方
へ
の
調
査
で
、
中
村
原
地
区

へ
の
移
動
は
２
件
と
い
う
こ
と

だ
が
、
中
粕
川
の
嵩
上
げ
地
へ

の
再
建
希
望
は
何
件
あ
っ
た
の

か
。

答
　
特
命
参
事

　実
際
に
お
話

が
あ
っ
た
の
は
３
件
で
あ
る
。

台
風
19
号
の
被
害
対
策

学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
せ

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

肉牛価格下落の畜産農家に国の支援を

畜産協会の理事会で申し上げる（町長）

12令和２年８月
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▲フェイスシールド着用での授業

答
　
教
育
長

　心
配
な
面
も
あ

る
の
で
余
裕
を
持
て
る
よ
う
対

応
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

延
期
さ
れ
て
い
る
各
種
検
診
の

日
程
の
見
通
し
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　６
月
中

旬
以
降
に
日
程
等
を
再
調
整
し
、

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
実
施

し
て
い
く
。

答
　
教
育
長

　ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

大
き
な
柱
が
３
つ
︵
学
校
支
援

・
来
所
支
援
・
家
庭
支
援
︶
あ

り
、
家
庭
の
実
態
に
合
っ
た
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

仕
事
の
一
つ
で
あ
る
。
学
校
現

場
と
保
護
者
と
子
ど
も
の
実
態

を
掴
ん
で
連
携
を
取
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
。

問
　
夏
休
み
を
短
縮
し
、
土
曜

日
の
授
業
、
冬
休
み
も
短
縮
す

る
と
な
る
と
詰
め
込
み
す
ぎ
に

よ
る
学
習
意
欲
の
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

参
考
に
し
、
大
郷
に
合
っ
た
計

画
を
作
成
し
支
援
し
て
い
く
。

問
　
特
に
小
学
６
年
生
と
中
学

３
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
不
足

が
心
配
だ
が
対
応
を
伺
う
。

答
　
教
育
長

　県
立
中
学
校
、

高
校
の
入
試
の
日
程
は
決
定
し

て
い
な
い
。
高
校
入
試
の
出
題

は
、
各
地
域
の
中
学
校
の
学
習

状
況
を
踏
ま
え
適
切
な
範
囲
や

内
容
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現

時
点
で
は
心
配
な
い
と
考
え
る
。

問
　
も
と
も
と
勉
強
が
好
き
で

な
い
、
学
校
が
好
き
で
な
い
子

ど
も
が
長
期
休
校
で
さ
ら
に
そ

の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
、
学
力

の
差
・
学
習
能
力
の
差
の
広
が

り
を
ど
う
補
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
教
育
長

　学
校
再
開
に
あ

た
っ
て
心
の
ケ
ア
は
大
変
重
要

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
十
分
に

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
把
握
し

て
、
き
め
細
か
な
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
べ
て
の

関
係
者
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
保
護
者
と
一
体
に
な
っ
て

カ
バ
ー
し
な
い
と
学
習
の
遅
れ

が
長
期
化
・
固
定
化
し
て
し
ま

い
不
登
校
等
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
小
中
学
校
の
休
校
明
け
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
は
。

答
　
教
育
長

　小
中
学
校
が
独

自
に
作
成
し
た
感
染
防
止
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

問
　
対
策
グ
ッ
ズ
は
充
分
な
の

か
伺
う
。

答
　
教
育
長

　マ
ス
ク
・
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
等
は
当
面
の
必
要
数
を
確
保

し
て
お
り
、
今
後
も
随
時
確
保

に
努
め
て
い
く
。

問
　
休
校
中
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

不
足
分
を
翌
年
度
へ
の
繰
り
延

べ
も
可
能
な
の
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

　実
施
し
て
こ
な

か
っ
た
授
業
時
数
を
正
確
に
把

握
し
て
お
り
、
夏
季
休
業
を
短

く
す
る
な
ど
し
て
遅
れ
を
取
り

戻
せ
る
と
思
う
。
今
後
文
科
省

か
ら
具
体
的
な
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
通
知
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
、

学
力
差
の
広
が
り
対
策
は

各
種
検
診
の
日
程
は

休校明けの感染防止対策は

独自に作成したガイドラインで対応（教育長）

石川　壽和議
員

いし かわ とし かず

一
般
質
問

13 令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会



▲学校での新しい生活様式

一
般
質
問

　
　町
と
し
て
第
２
波
の
対
策

は
。

答

　町
長

　石
け
ん
や
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
な
ど
の
手
洗
い
、

人
混
み
の
多
い
場
所
を
避
け
る
、

身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
基
本
的
感
染
症
対
策

を
継
続
し
て
い
た
だ
く
。

 

町
施
設
に
お
い
て
は
消
毒
な

ど
感
染
予
防
対
策
を
講
ず
る
と

と
も
に
来
客
者
の
検
温
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

問

　国
・
県
や
近
隣
市
町
村
と

の
情
報
共
有
、
早
急
な
対
応
は

ど
こ
ま
で
実
施
が
で
き
て
い
る

の
か
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　国
・
県

か
ら
は
メ
ー
ル
等
で
最
新
情
報

が
通
知
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
地

域
に
お
い
て
も
保
健
師
部
会
等

で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

問

　町
独
自
の
事
業
所
へ
の
支

援
策
は
。

答

　町
長

　前
年
同
期
の
売
上

げ
が
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る

町
内
の
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
等
に
、
定
額
10
万
円
を
交

付
す
る
。

問

　学
校
教
育
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答

　教
育
長

　３
つ
の
基
本
で

あ
る
①
身
体
的
距
離
の
確
保
。

②
マ
ス
ク
着
用
。
③
手
洗
い
の

常
態
化
を
図
る
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
文
科

省
か
ら
提
供
さ
れ
大
郷
小
･
中

学
校
に
合
っ
た
計
画
を
随
時
作

成
し
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

問

　学
校
内
で
の
対
応
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　授
業
・

給
食
・
休
み
時
間
の
過
ご
し
方
、

各
教
科
に
つ
い
て
も
細
か
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
る
。

手
洗
い
に
つ
い
て
は
、
各
学
年

に
場
所
を
設
定
し
て
、
先
生
が

立
ち
合
い
な
が
ら
密
集
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
応
を
行
う
。

年
度
に
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
１
人
１
台
の
情
報
機
器
を
整

備
す
る
予
定
。

問

　町
独
自
の
学
校
教
育
の
取

り
組
み
は
。

答

　教
育
長

　自
然
豊
か
で
歴

史
ロ
マ
ン
も
伝
わ
る
大
郷
町
を

広
く
学
習
の
舞
台
と
捉
え
、
総

合
的
な
学
習
等
で
積
極
的
に
校

外
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問

　第
２
波
に
備
え
た
授
業
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　小
学
校

は
体
育
館
を
教
室
と
し
て
使
い
、

密
を
避
け
た
状
態
で
行
い
た
い
。

中
学
校
は
特
別
教
室
を
使
っ
て

対
応
し
た
い
。

問

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
の

考
え
は
。

答

　教
育
長

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
令
和
２

感染症第２波への備えは

基本的感染症対策を町民に周知していく（町長）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
学
校
で
の

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は

吉田　耕大
よし だ やす ひろ

議
員
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議会の主な動き（4/1〜6/30）

月　日

4/6

4/15

4/17

4/23

4/28

5/1

5/7

5/8

5/13

5/14

5/18

5/19

5/21

用　　　　　務

広報広聴常任委員会

広報広聴常任委員会

黒川地方市町村議会連絡協議会監事会・役員会（大衡村）

宮城黒川地方議会議長会定例会議（仙台市）

議会運営委員会

議員全員協議会

第３回（５月）臨時会

第14回災害対策調査特別委員会

教育民生常任委員会

大郷中学校入学式

大郷小学校入学式

総務産業常任委員会

教育民生常任委員会

子どもの心のケアハウス開所式

宮城黒川地方町村議会議長会臨時総会（仙台市）

議会運営委員会・議員全員協議会

月　日

5/21

5/26

5/31

6/1

6/2～4

6/2

6/4

6/17

6/22

6/24

6/26

6/29

用　　　　　務

教育民生常任委員会

議会運営委員会

黒川地域行政事務組合議会運営委員会・臨時会（大和町）

災害対策調査特別委員会小委員会（住民懇談会）

宮城県町村議会議長会臨時総会・議長会議（仙台市）

第２回（６月）定例会

教育民生常任委員会

総務産業常任委員会

広報広聴常任委員会

第15回災害対策調査特別委員会

第16回災害対策調査特別委員会

災害対策調査特別委員会小委員会

広報広聴常任委員会

議員全員協議会

第４回（６月）臨時会

第３回おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会

委
員
会

災害対策調査特別委員会災害対策調査特別委員会
5月1日 第14回「復興計画の
 　　 進捗状況について」

　住宅再建に関する第２回意向調査
の結果及び、かさ上げ農道・かさ上
げ宅地等の復興計画が示された。

5月31日 災害対策調査特別委員会
 　　　　　　　小委員会

　中粕川分館において、推進委員会
と町の復興計画について意見交換を
行った。

6月4日 第15回災害対策調査特別委員会
　5/31の懇談会の内容について、全議員に報告がなされた。

6月17日 第16回災害対策調査特別委員会
　担当課より、復興再生ビジョン（案）について説明を受け、議会からも各
議員より実効性のあるものとするための提案が出された。

6月22日 災害対策調査特別委員会小委員会
　6/17の会議の意見を集約し、執行部に提案した。

▲推進委員会との座談会

15 令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会



臨
時
会

令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

︻
議
案
第
46
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

第３回　臨時会
６月29日（月）

第４回　臨時会
５月１日（金）

問
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
護

岸
工
事
の
や
り
方
も
検
討
し
た
の
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長

　他
の
箇
所
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
る
が
、
今
回
は
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
の
復
旧
工
事
で
あ
る
。

問
　
最
終
的
な
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
財
政
課
長

　国
災
対
象
の
た
め
国
が

88
％
負
担
し
、
残
り
は
地
方
債
。

問
　
入
札
業
者
が
少
な
い
が
対
策
は
。

答
　
財
政
課
長

　県
で
は
１
社
の
エ
ン
ト

リ
ー
で
も
一
般
競
争
入
札
は
執
行
し
て
い

る
。

︻
議
案
第
47
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

臨
時
会

備　　考工　事　名

議　案
第46号

議案名 金　額

令和３年３月26日まで
滑川河川災害復旧工事
（東成田新道周辺）

9977万円

業　者　名

我妻建設株式会社
（大崎市）

議　案
第47号 令和３年３月26日まで

滑川河川災害復旧工事
（東成田山居周辺）

8580万円
株式会社大郷建設

（大郷町）

議　案
第48号 追加工事

雨水排水対策工事の追加
（高崎団地・第５工区）

72万円
皆成建設株式会社

（仙台市）

滑川災害復旧工事
1億8557万円で契約締結

　第４回臨時会において、滑川災害復旧工事請負契約２件と高崎団地新築

工事（第五工区）について審議し、原案通り可決されました。

▲早期復旧が望まれる（滑川）

一
般
会
計
補
正
予
算

　第３回臨時会が開催され、特別定額給付金や子育て世帯臨時特別給付金

等を計上し、歳入歳出それぞれ56億7129万円となりました。

承認第１号　介護保険条例の一部を改正する条例
　低所得者の保険料軽減強化について、令和２年度から保険料軽減を完全実施する

ため、減額にかかる基準を定めるもの。

承認第２号　税条例等の一部を改正する条例
　個人住民税におけるひとり親の税制措置・寡婦（夫）控除の見直し。使用者を所

有者とみなす措置。地方たばこ税の見直し。固定資産税の相続人等の申告制度化。

承認第３号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　課税限度額、所得割率、均等割額の引き上げ。平等割額の引き下げ。軽減判定所

得の基準の引き上げ。

承認第４号　地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する

  条例の一部を改正する条例
　地域再生法の一部改正の省令が出されたことにより認定期日を延長するもの。

承認第５号　令和元年台風第19号による災害被害者に対する町税の減免に

  関する条例の一部を改正する条例
　台風19号被災者に対し、令和２年度分の国民健康保険税額のうち、４月分から

９月分までに相当する月割算定額について減免するもの。

問
　
特
別
定
額
給
付
金
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
総
務
課
長

　申
請
書
類
の

発
送
は
郵
便
局
と
調
整
が
済
ん

で
お
り
、
1
日
で
配
達
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
支
給
開
始

は
受
付
開
始
か
ら
2
週
間
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
子
育
て
世
帯
の
臨
時
特
別

給
付
金
も
特
別
定
額
給
付
金
と

一
緒
に
申
請
で
き
な
い
の
か
。

答
　
町
民
課
長

　制
度
と
対
象

者
が
異
な
る
こ
と
か
ら
不
可
能

で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
は
6
月
に
児
童
手
当

と
併
せ
て
支
給
す
る
の
で
申
請

は
不
要
。

問
　
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
に

農
家
は
該
当
し
な
い
の
か
。

答
　
農
政
商
工
課
長

　1
事
業

者
に
交
付
さ
れ
る
30
万
円
の
協

力
金
は
施
設
が
あ
る
か
ど
う
か

で
判
断
し
最
終
的
に
決
定
さ
れ

る
。

コロナウイルス対策にコロナウイルス対策に
8億5129万円増額補正

全町民１人につき10万円を交付

休業または営業時間の短縮等で協力いただいた中
小企業者等に30万円を交付

児童手当を給付する世帯に対し、児童１人につき
１万円を交付

過密乗車にならないよう、３路線に１便ずつ増便

事　　業　　名 内　　　　容 補正予算額

8　億　円

1045万円

2100万円

656万円

特 別 定 額 給 付 金

子育て世帯臨時特別給付金

小学校スクールバス臨時増便

新型コロナウイルス感染症
拡 大 防 止 協 力 金

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　
　類

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

一般会計補正予算（第１号） 56億7129万円（8億5129万円↑）

介護保険条例の一部を改正する条例

税条例等の一部を改正する条例

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

工事請負契約の締結について

地方活力向上地域における固定資産税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
令和元年台風第19号による災害被害者に対する
町税の減免に関する条例の一部を改正する条例

第３回

臨時会

専
決
処
分
の
承
認

第４回
臨時会

議　案
第46号

工事請負契約の締結について議　案
第47号

工事請負変更契約の締結について議　案
第48号

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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○

○

○

○
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○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承認

承認

承認

承認

承認

可

可

可

可
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臨
時
会

令和２年８月
№199おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

︻
議
案
第
46
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

第３回　臨時会
６月29日（月）

第４回　臨時会
５月１日（金）

問
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
護

岸
工
事
の
や
り
方
も
検
討
し
た
の
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長

　他
の
箇
所
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
る
が
、
今
回
は
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
の
復
旧
工
事
で
あ
る
。

問
　
最
終
的
な
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
財
政
課
長

　国
災
対
象
の
た
め
国
が

88
％
負
担
し
、
残
り
は
地
方
債
。

問
　
入
札
業
者
が
少
な
い
が
対
策
は
。

答
　
財
政
課
長

　県
で
は
１
社
の
エ
ン
ト

リ
ー
で
も
一
般
競
争
入
札
は
執
行
し
て
い

る
。

︻
議
案
第
47
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

臨
時
会

備　　考工　事　名

議　案
第46号

議案名 金　額

令和３年３月26日まで
滑川河川災害復旧工事
（東成田新道周辺）

9977万円

業　者　名

我妻建設株式会社
（大崎市）

議　案
第47号 令和３年３月26日まで

滑川河川災害復旧工事
（東成田山居周辺）

8580万円
株式会社大郷建設

（大郷町）

議　案
第48号 追加工事

雨水排水対策工事の追加
（高崎団地・第５工区）

72万円
皆成建設株式会社

（仙台市）

滑川災害復旧工事
1億8557万円で契約締結

　第４回臨時会において、滑川災害復旧工事請負契約２件と高崎団地新築

工事（第五工区）について審議し、原案通り可決されました。

▲早期復旧が望まれる（滑川）

一
般
会
計
補
正
予
算

　第３回臨時会が開催され、特別定額給付金や子育て世帯臨時特別給付金

等を計上し、歳入歳出それぞれ56億7129万円となりました。

承認第１号　介護保険条例の一部を改正する条例
　低所得者の保険料軽減強化について、令和２年度から保険料軽減を完全実施する

ため、減額にかかる基準を定めるもの。

承認第２号　税条例等の一部を改正する条例
　個人住民税におけるひとり親の税制措置・寡婦（夫）控除の見直し。使用者を所

有者とみなす措置。地方たばこ税の見直し。固定資産税の相続人等の申告制度化。

承認第３号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　課税限度額、所得割率、均等割額の引き上げ。平等割額の引き下げ。軽減判定所

得の基準の引き上げ。

承認第４号　地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する

  条例の一部を改正する条例
　地域再生法の一部改正の省令が出されたことにより認定期日を延長するもの。

承認第５号　令和元年台風第19号による災害被害者に対する町税の減免に

  関する条例の一部を改正する条例
　台風19号被災者に対し、令和２年度分の国民健康保険税額のうち、４月分から

９月分までに相当する月割算定額について減免するもの。

問
　
特
別
定
額
給
付
金
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
総
務
課
長

　申
請
書
類
の

発
送
は
郵
便
局
と
調
整
が
済
ん

で
お
り
、
1
日
で
配
達
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
支
給
開
始

は
受
付
開
始
か
ら
2
週
間
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
子
育
て
世
帯
の
臨
時
特
別

給
付
金
も
特
別
定
額
給
付
金
と

一
緒
に
申
請
で
き
な
い
の
か
。

答
　
町
民
課
長

　制
度
と
対
象

者
が
異
な
る
こ
と
か
ら
不
可
能

で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
は
6
月
に
児
童
手
当

と
併
せ
て
支
給
す
る
の
で
申
請

は
不
要
。

問
　
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
に

農
家
は
該
当
し
な
い
の
か
。

答
　
農
政
商
工
課
長

　1
事
業

者
に
交
付
さ
れ
る
30
万
円
の
協

力
金
は
施
設
が
あ
る
か
ど
う
か

で
判
断
し
最
終
的
に
決
定
さ
れ

る
。

コロナウイルス対策にコロナウイルス対策に
8億5129万円増額補正

全町民１人につき10万円を交付

休業または営業時間の短縮等で協力いただいた中
小企業者等に30万円を交付

児童手当を給付する世帯に対し、児童１人につき
１万円を交付

過密乗車にならないよう、３路線に１便ずつ増便

事　　業　　名 内　　　　容 補正予算額

8　億　円

1045万円

2100万円

656万円

特 別 定 額 給 付 金

子育て世帯臨時特別給付金

小学校スクールバス臨時増便

新型コロナウイルス感染症
拡 大 防 止 協 力 金

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　
　類

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

一般会計補正予算（第１号） 56億7129万円（8億5129万円↑）

介護保険条例の一部を改正する条例

税条例等の一部を改正する条例

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

工事請負契約の締結について

地方活力向上地域における固定資産税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
令和元年台風第19号による災害被害者に対する
町税の減免に関する条例の一部を改正する条例

第３回

臨時会

専
決
処
分
の
承
認

第４回
臨時会

議　案
第46号

工事請負契約の締結について議　案
第47号

工事請負変更契約の締結について議　案
第48号
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-
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○
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○
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可
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【調査の概要】

　４月30日現在、人口7,974人、高齢者数

2,977人（高齢化率37.33％）である。ま

た、介護認定者数は571人である。高齢者

福祉の課題について及び認知症関連の事業

について調査を行った。

〇台風や地震などの自然災害に対応できる

避難所の見直し、避難誘導指針を確立す

べきである。

〇吉田川の支流氾濫を防ぐため、河道掘削

や浚渫事業を行い、また、国や県に対し

ても、早急に実施されるよう強く要望す

べきである。

〇町民の命を第一に考えた総合防災訓練の

実施や自主防災組織の訓練を支援し、防

災施設の充実と防災体制の強化を図るべ

きである。

〇新型コロナウイルス感染症等に対応でき

る防災用救急・生活用品の備えを見直す

べきである。また、感染症発生中の避難

所運営マニュアルを作成し、運営体制の

確立を図るべきである。

〇消防団員確保のため勧誘方法の工夫を行

い、機能別団員数の増員も図るべきであ

る。

高
齢
者
福
祉
の
課
題
解
決
を

防
災
体
制
の
強
化
を
図
れ

次回は
「学校教育全般について」
　　　　　　　　　　 を調査します。

次回は
「農業災害の現状について」
　　　　　　　　を調査します。

【調査の概要】

　昨年の台風19号により、吉田川

堤防決壊及び町内各所において河川

が氾濫し、甚大な被害を受けた。今

後の防災対策及び新型コロナウイル

ス感染症対策などを総務課より説明

を受け、調査を実施した。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

【意見】〇介護予防対策においては、業務委託先である社会

福祉協議会に任せきりにすることなく、町も進ん

で参加・参画し、実態を調査・把握しながら進め

るべきである。

〇認知症高齢者の増加対策においては、ファイブ・

コグなどを活用し、発症防止や重症化する前の対

策を講じるよう努力されたい。

〇生きがいづくりや社会参加の対策においては、一

部の事業が実施されていない。第８期計画ではニ

ーズに対応した魅力ある仕組みづくりを図られた

い。

〇介護制度の改正などによって、施設利用が困難に

なり介護を理由に離職された方が14.5％おり、

家族をサポートする体制の充実が必要である。

〇地域包括支援センターの業務委託先の社会福祉協

議会と更なる関わりをもって高齢者対策に充てら

れたい。

　以上の点を踏まえ、「高齢者福祉計画・第８期介

護保険事業計画」が高齢者並びに介護者の生活を守

り支える制度に改善されるよう努力されたい。

【意見】

5
14

5
13

▲ファイブ・コグ（高齢者用集団認知検査） ▲人命第一（総合防災訓練）

委
員
会
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▲返礼品として乗馬体験も▲危険ブロック塀の点検

危険ブロック塀の解消を

　学校周辺500メートル圏内だけでなく、

全地域を点検できないか。

（令和元年度予算審査意見書）

　トマトについては、現在事業者と調整
中です。
　本町のふるさと納税の返礼品は牛肉を
はじめ米や酒類、施設体験型の返礼品等
89品目あり、11社の事業者に協力をい
ただいております。
　また、町内事業者から新しい返礼品の
申出もあることから、今後も返礼品は増
加していく見込みとなっております。

その後の対応と今後の計画

　バラエティー豊かな返礼品にしたいと

思い、話をしているがまだ具体的になっ

ていない。

財政課

　町では県と共同でブロック塀の点検を
行っており、令和２年度までに63箇所
の点検を実施し、安全対策に努めてきま
した。
　現在、県主体の危険ブロック塀の点検
範囲は、学校周辺500ｍ範囲内となって
おりますが、点検範囲以外でも要望があ
れば町で点検を行っていきます。
　また、「ブロック塀の点検のチェック
ポイント」を広報紙やホームページに掲
載し、地震などの災害に強い、安全安心
なまちづくりを推進してまいります。

その後の対応と今後の計画

　点検は500メートル以内だが、補助と

しては全地域を対象に実施している。

地域整備課

ふるさと納税の返礼品の充実を

　返礼品として大松沢にある農業法人の

トマトを加える計画はないのか。

（令和元年度予算審査意見書）

その後どうなった… 第75回第75回第75回第75回
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　昨
年
８
月
に
会
社
を
退
社
し
、
専
業
農
家

︵
水
稲
、
ね
ぎ
、
野
菜
等
︶
と
し
て
頑
張
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　近
年
全
国
的
に
農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
等
の
問
題
が
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
郷
町
は
割
と
多
く
の
若
い
人

た
ち
が
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
も

そ
の
一
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
の
先
輩
方
と
協
力
し
合
い
、
大
郷
町
の

自
然
、
そ
し
て
見
晴
ら
し
の
良
い
景
観
を
守
っ

て
い
き
、
魅
力
の
あ
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
沢
田
を
含
め
た
農
地
の
基
盤
整

備
、
I
T
農
業
導
入
へ
の
情
報
提
供
、
資
金
面

で
の
力
強
い
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2 令和２年度補正予算 16 第３回臨時会 19 追跡リポート
7 一般質問 17 第４回臨時会 　   その後どうなった

令和２年８月１日

　い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
気
温
が
高

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

水
分
を
十
分
に
摂
り
、
熱
中

症
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
安
心
で
き
な
い

状
況
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

３
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た

方
々
は
、
未
だ
に
不
自
由
な

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

復
興
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定

さ
れ
、
今
後
一
層
の
復
旧
・

復
興
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

熱
海

　文
義

編
集
後
記

魅
力
の
あ
る

　
　

  

明
る
い
農
業
を

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　若
生

　
　寛

　副
委
員
長

　佐
藤

　
　牧

　委

　
　員

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　石
川

　壽
和

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

9月3日㈭から
9月18日㈮まで

午前10時～

高橋　佳郁さん

（ 上郷）

たかはし よしふみ

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

コロナに負けず
　　　 頑張ろう！

　お
お
さ
と
み
ん
な
の
議
会
1
9

5
号
中
の
記
事
町
の
産
業
に
イ
ン

タ
ビ
奛
ー
に
掲
載
の
﹁
合
同
会
社

村
田
フ
ァ
ー
ム
﹂
の
出
品
牛
が
東

京
食
肉
市
場
で
開
催
さ
れ
た
第
22

回
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
に
お
い

て
、
最
高
位
の
名
誉
賞
に
輝
い
た
。

平
成
16
年
に
続
き
、
２
度
目
の
受

賞
で
し
た
。

　﹁
震
災
や
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
苦
難
の

中
で
も
助
け
て
く
れ
た
消
費
者
に
お

い
し
い
お
肉
を
届
け
た
い
﹂
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

村田　直利さん

20
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定例会定例会
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